
王寺町旧中央公民館跡地活用検討ワークショップ（OJI Homies Meeting#01） 
（第３回）地域の「防災広場」「交流拠点」のあり方について 開催概要

 
・旧中央公民館跡地が「地域の防災拠点」としてどのような使い方や機能が期待されるかや、「にぎわい・交流拠

点」として、どのようなニーズがあるかを把握することを目的にワークショップを開催しました。 
・令和４年第３回ワークショップでは、地域の実情を踏まえた住民の意見を把握するため、久度地域にお住まい

の 50 歳以上の方を対象に開催しました。 
 

開催日時 2023 年２月９日（木） 
18:00-20:00 開催場所 リーベル王寺東館５階フリールーム１・２ 

 
時間 開催内容 

5 分 開会挨拶 
・王寺町から、過年度までの検討内容と、今回の WS の趣旨を説明しました、 

15 分 
話題提供「木造建築物の密集と広場について」 
・木造建築物密集地域の災害時の危険性と広場が果たす役割について話題提供を行いま

した。 

80 分 
テーブルディスカッション 
テーマ:地域の「防災広場」・「交流拠点」のあり方について 
・4～5 人からなる４つのグループに分かれ、意見交換を行いました。 

20 分 発表 
・各グループの検討成果を発表しました。 

５分 閉会挨拶 
・今後の検討の進め方について簡潔に説明 

 

 
・各班のディスカッションで出された主なご意見をご紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・参加者に回答いただきましたアンケートの結果をご紹介します。 
 
 

１）開催内容 ２）ディスカッションの結果 

３）参加者の声 
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A 班 B 班 

○火おこし BBQ など参加したくなる 
防災訓練を 

○かまどベンチを王寺工業高校と連携し 
作ってはどうか 

○水害時にボートが使えるよう試乗しよう 

○お祭りの地車の集合場所に使えそう 
○秋祭りの際、出店など子どもが楽しめる

企画を 
○ラジオ体操を再開しよう 

○防災訓練への参加が乏しい 
参加してもらえる防災訓練を 

○集まることができる場所が必要 

○普段は地域住民が憩える空間になると良い 
○普段使いすることで、有事の際に広場に逃

げるという意識醸成ができると良い 

○災害時の活用は、復旧段階での支援物資な
どの集配拠点としての役割が大きい 

○水害時は、浸水してしまうので、地震災害や
火災延焼時に活用することを想定すべき 

○地震もそうだが、経験したことがあるとい
う理由でやはり水害が怖い。 

○リーベルとの連携や機能分担の整理も必要
である 

○まずは人に知ってもらえるよう、イベント
などを仕掛けることが重要 

○久度神社など地域の魅力を発信したい 
○コーヒーが飲めるようにしてほしい 

本日のワークショップを通して、 
駅近広場にどのようなことを期待したいと思いましたか 

今後、駅近広場のどのような取り組みに 
参加してみたいと思いますか 
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